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令和８年第１回福山地区消防組合議会定例会会議録 

 

                   ２０２６年（令和８年）３月２３日（月曜日） 

                          福山市議会議事堂全員協議会室 

―――――――――――――――――――――――――――――――――――――――― 

 議 事 日 程 

２０２６年（令和８年）３月２３日     午後２時開議 

第１      会議録署名議員の指名 

第２      会期の決定 

第３ 議第１号 令和７年度福山地区消防組合一般会計補正予算 

第４ 議第２号 令和８年度福山地区消防組合一般会計予算 

第５ 議第３号 福山地区消防組合情報通信技術を活用した行政の推進に関する条例の制 

        定について 

第６ 議第４号 福山地区消防組合職員の修学部分休業に関する条例及び福山地区消防組 

        合職員の高齢者部分休業に関する条例の一部改正について 

第７ 議第５号 福山地区消防組合火災予防条例の一部改正について 

―――――――――――――――――――――――――――――――――――――――― 

 本日の会議に付した事件 

諸般の報告 

消防業務報告 

以下議事日程のとおり 

―――――――――――――――――――――――――――――――――――――――― 

 出 席 議 員        

     １番 佐久間 裕 徳        ２番 平 川 富 章 

     ３番 清 水 寛 敏        ４番 木 村 素 子 

     ５番 野 村 志津江        ６番 小 山 友 康 

     ７番 福 田   勉        ８番 小 川 善 久 

     ９番 八 杉 光 乗       １０番 奥   陽 治 

    １１番 石 口 智 志       １２番 能 宗 正 洋 

    １３番 田 辺   稔       １４番 連 石 武 則 
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    １５番 加 藤 吉 秀       １６番 岡 崎 正 淳 

    １７番 今 岡 芳 徳       １８番 池 上 文 夫 

    １９番 稲 葉 誠一郎       ２０番 小 林 茂 裕 

―――――――――――――――――――――――――――――――――――――――― 

 説明のため出席した者の職氏名 

  管  理  者  枝広 直幹      副 管 理 者  中島 智治 

  副 管 理 者  小野 申人      副 管 理 者  入江 嘉則 

  監 査 委 員  小葉竹 靖      監 査 委 員  木野山孝志 

  会 計 管 理 者  甚田 温子      消 防 局 長  濵田 善章 

  総 務 部 長  片岡 伸夫      警 防 部 長  三好 浩正 

  総務部総務課長  曽根 康太               髙卯 文紀 

  総務部予防課長  下見 育弘      警防部警防課長  木舎 晴可 

           堤  太作      警防部救急課長  鴨田 吉浩 

  警防部指令課長  吹抜 芳昌      南 消 防 署 長  徳光 宏明 

  北 消 防 署 長  能島 正和      東 消 防 署 長  川﨑 憲和 

  西 消 防 署 長  濱田 信孝      水上消防署長  藤川 真悟 

  芦品消防署長  寺山 文宏      深安消防署長  村上 典秀 

  府中消防署長  杉原 誉輝 

―――――――――――――――――――――――――――――――――――――――― 

 事務局出席職員 

  事 務 局 長  福田  等      事 務 局 員  佐藤 美穂 

  事 務 局 員  桒田 純一      書     記  藤井 良彦 

  書     記  前  孝直 

―――――――――――――――――――――――――――――――――――――――― 

         

総務部総務課 
企画管理担当課長 

警防部警防課 
警 防 司 令 官 
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                        午後２時００分開会 

 

議長（今岡芳徳） ただいまから令和８年第１回福山地区消防組合定例会を開会いたしま

す。 

―――――――――――――――――――――――――――――――――――――――― 

議長（今岡芳徳） これより本日の会議を開きます。 

―――――――――――――――――――――――――――――――――――――――― 

議長（今岡芳徳） ただいまの出席議員２０人であります。 

―――――――――――――――――――――――――――――――――――――――― 

 諸般の報告 

議長（今岡芳徳） 日程に入るに先立ち、諸般の報告をいたします。 

 監査委員から２０２５年、令和７年１０月分から１２月分までの例月出納検査結果の報

告並びに監査結果の報告がありましたので、写しをお手元に配付いたしております。 

 以上の報告について質疑はありませんか。 

 （「なし」と呼ぶ者あり） 

議長（今岡芳徳） これをもちまして諸般の報告を終了いたします。 

―――――――――――――――――――――――――――――――――――――――― 

 消防業務報告 

議長（今岡芳徳） 次に、消防局長から消防業務報告の申し出がありますので、これを許

可いたします。 

 消防局長。 

消防局長（濵田善章） 失礼いたします。 

 貴重な時間をいただき、消防業務につきまして御報告を申し上げます。 

 初めに、火災が発生しやすい時季を迎え、火災予防思想の一層の普及を図るため、３月

１日から３月７日まで、春の火災予防運動を行いました。 

 期間中、各署において、防火パレードや火災予防街頭広報を実施したところです。 

 引き続き、あらゆる機会を捉え、火災予防啓発活動を実施してまいります。 

 次に、火災・救急業務の状況についてであります。 

 お手元に配付いたしております火災・救急統計資料を御覧いただきたいと思います。 

 １ページをお願いいたします。２０２５年、令和７年中の火災発生件数は、表の中段左



- 4 - 

端に掲げておりますとおり９８件で、前年と比較し６件の増となっております。火災によ

る死者は、表の中ほどにありますように６人で、前年と比較し２人の減となりました。損

害額は、表の右端にありますように２億５，３００万円余で、前年と比較して４，４００

万円余の増となりました。また、本年１月末までの火災発生件数は、表の下段にあります

とおり７件で、前年同期と比較し４件の減となりました。 

 火災による死者は１人で、建物火災によるものであります。損害額は、表の右端にあり

ますように１８０万円余で、前年同期と比較して微減となりました。 

 ２ページには構成市町別の内訳を掲載しておりますので、後ほど御覧いただきたいと思

います。 

 続きまして、３ページをお願いいたします。救急業務の状況であります。表の中段左端

に掲げておりますように、２０２５年、令和７年中の救急出場件数は２万７，１３５件

で、２万３，５２１人を搬送しております。前年と比較し、出場件数で１９４件、搬送人

員では３６人の増加となりました。また、本年１月末までの救急出場件数は２，３７３件

で、２，０８４人を搬送しており、前年同期と比較して出場件数では３７９件の減少とな

りましたが、依然として高い水準で推移しています。本消防組合では、今年度、特に救急

需要が高まる夏季と冬季に、市内中心部の北消防署へ救急隊の移動配置や北消防署の消防

隊を救急隊とする機動的運用を行い、一定の効果を確認しました。 

 引き続き、救急需要対策検討委員会において救急体制の強化や諸課題を調査研究すると

ともに、保健所、医師会等とも連携し、増加する救急需要に的確に対応してまいります。 

 ４ページには、構成市町別の内訳を掲載しておりますので、後ほど御覧いただきたいと

思います。 

 次に、予防業務についてであります。 

 本年度１月末までの査察件数は、定期査察と特別査察を合わせて１万６１件実施してお

ります。なお、違反のある防火対象物に対しては、継続的な是正指導を行い、利用者の安

全確保を図っております。 

 引き続き、定期査察１００％実施を継続し、積極的な火災予防に取り組んでまいりま

す。 

 以上、消防業務全般について御報告を申し上げましたが、引き続き、住民の皆様の安心

と安全の確保に向け、職員が一丸となって取り組んでまいる所存でございます。今後とも

御指導、御鞭撻を賜りますようお願いを申し上げ、消防業務につきましての御報告とさせ
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ていただきます。ありがとうございました。 

―――――――――――――――――――――――――――――――――――――――― 

 日程第１ 会議録署名議員の指名 

議長（今岡芳徳） これより日程に入ります。 

 日程第１ 会議録署名議員の指名を行います。 

 会議録署名議員は、議長において、６番、小山友康議員及び１４番連石武則議員を指名

いたします。 

―――――――――――――――――――――――――――――――――――――――― 

 日程第２ 会期の決定 

議長（今岡芳徳） 次に、日程第２ 会期の決定を議題といたします。 

 お諮りいたします。 

 本定例会の会期は、本日１日間といたしたいと思います。御異議ありませんか。 

 （「異議なし」と呼ぶ者あり） 

議長（今岡芳徳） 御異議なしと認めます。したがって、会期は本日１日間と決定いたし

ました。 

 この際、管理者から挨拶の申し出がありますので、これを許可いたします。 

 管理者。 

管理者（枝広直幹） 本日、３月定例組合議会を招集いたしましたところ、議員各位には

御参集いただき、誠にありがとうございます。 

 今回提出しております２０２６年度、令和８年度当初予算案をはじめ諸議案の御審議を

お願いするに当たり、消防行政の状況と予算案の対応等について御説明申し上げます。 

 初めに、消防行政の状況についてであります。 

 昨年は、全国各地で大規模火災が多数発生し、尊い人命と貴重な財産が失われました。

また、本年１月６日に発生した島根県東部を震源とする地震では、管内においても最大震

度４を観測しています。 

 そのような中、本消防組合では、緊急消防援助隊の受援活動を想定した訓練を関係機関

と連携する中で実施するなど、さらなる消防対応力の向上に努めているところでありま

す。 

 また、昨年２月に発生した岩手県大船渡市の林野火災を教訓とし、本年３月１日から、

火の使用制限などを行う林野火災注意報と警報の運用を開始しています。 
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 次に、新年度予算案の大要について御説明申し上げます。 

 まず、車両整備については、高規格救急自動車２台など計５台を更新します。 

 南消防署瀬戸出張所については、２０２７年度、令和９年度の完了に向け、整備地の旧

長和保育所の解体工事と施設の建設工事を行います。 

 消防局訓練場については、２０２７年度、令和９年度の完了に向け、整備地内の浄水場

施設の解体工事と訓練施設の建設工事を行います。 

 消防局及び南消防署では、脱炭素化に向けて、照明設備のＬＥＤへの更新を行います。

加えて、２０２９年度、令和１１年度の導入を目指し、消防通信指令管制システムの更新

に着手します。 

 この結果、本消防組合の当初予算規模は７５億４，８９２万２，０００円となり、今年

度の当初予算と比べて７億２３７万１，０００円、率にして１０．３％の増となりまし

た。 

 次に、新年度の組織体制について御説明申し上げます。 

 まず、総務部総務課に新たに給与担当次長を配置し、人事担当次長の事務を一部移管す

ることで、近年複雑化する職員制度、社会保障制度の見直し等に的確に対応していきま

す。また、警防部指令課に日勤の課長補佐級職員を配置し、増加する日中の１１９番通報

に適切に対応するとともに、消防通信指令管制システムと消防救急デジタル無線設備の更

新に向けて取り組んでまいります。 

 予算以外の議案としては、条例として福山地区消防組合情報通信技術を活用した行政の

推進に関する条例の制定についてなど３件を提出しています。 

 定期監査における監査委員からの要望事項については、その対応策を講じ、適正な事務

事業の執行に努めてまいります。 

 今後とも、消防使命達成のため、消防局長を中心とし、職員一丸となり消防業務に鋭意

取り組んでまいります。 

 何とぞ慎重なる御審議の上、御可決いただきますようお願いを申し上げ、御挨拶といた

します。 

―――――――――――――――――――――――――――――――――――――――― 

 日程第３ 議第１号 令和７年度福山地区消防組合一般会計補正予算 

議長（今岡芳徳） 次に、日程第３ 議第１号令和７年度福山地区消防組合一般会計補正

予算を議題といたします。 
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 提案者から提案理由の説明を求めます。 

 企画管理担当課長。 

総務部総務課企画管理担当課長（髙卯文紀） 失礼いたします。 

 議第１号令和７年度福山地区消防組合一般会計補正予算について御説明申し上げます。 

 補正予算書の１ページをお願いいたします。歳入歳出予算の補正でありますが、歳入歳

出予算の総額に歳入歳出それぞれ１億８，７９２万８，０００円を追加いたしまして、歳

入歳出予算の総額を歳入歳出それぞれ７２億１，３４８万７，０００円といたすものであ

ります。 

 ２ページ、３ページには、歳入歳出補正予算の款・項の区分及び当該区分ごとの金額並

びに補正後の金額を掲げております。 

 ４ページ、５ページをお願いいたします。初めに、第２表繰越明許費につきましては、

南消防署の消防ポンプ自動車更新に係る消防自動車等整備事業と、南消防署瀬戸出張所改

築事業の実施設計等に係る２件で、４，５９７万３，０００円を翌年度支出のため繰り越

すものであります。 

 次に、第３表地方債補正でありますが、消防施設整備事業に係りますものを補正前の起

債限度額３億４，４３０万円から４，１８０万円を減額し、補正後の３億２５０万円に変

更いたすものであります。 

 ６ページから８ページには、歳入歳出補正予算事項別明細書の総括を掲げております。 

 ９ページをお願いいたします。歳入、第１款分担金及び負担金の項・目、負担金の補正

予算額１億７，０８１万８，０００円の増額につきましては、退職者の増に伴います退職

手当の増額分と、事業費の精算等による減額分を整理するものであります。 

 各構成市町別内訳につきましては、１０ページの節の欄に掲げているとおりでありま

す。 

 第４款財産収入の項・目、財産運用収入、基金運用収入の補正予算額１３万７，０００

円の増額につきましては、１０ページの説明欄に掲げているとおり、消防施設等維持整備

基金の運用益金の増額分を整理するものであります。 

 １１ページをお願いいたします。第５款繰入金の項・目、基金繰入金の補正予算額１０

０万円の増額につきましては、府中消防署事務室の空調設備改修に伴う繰入金の増額分と

事業費の精算に伴う減額分を整理するものであります。 

 第７款諸収入の項・目、雑入の補正予算額５，７７７万３，０００円の増額につきまし
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ては、２０２１年、令和３年７月に発生しました停泊中の水上消防署、消防艇ふくやまへ

の船舶衝突事故に伴う相手方からの損害賠償金５，２７５万円と、昨年３月に発生した今

治林野火災への職員派遣に伴う消防広域応援交付金５０２万３，０００円によるものであ

ります。 

 １３ページをお願いします。第８款組合債の項・目、消防債の補正予算額４，１８０万

円の減額につきましては、１４ページの説明欄にお示ししておりますとおり、消防施設費

の事業費の精算に伴い、所要の措置をいたすものであります。 

 １５ページをお願いいたします。歳出、第２款総務費の項・目、総務管理費、一般管理

費の補正予算額１３万７，０００円につきましては、消防施設等維持整備基金の運用益金

を積み立てるものであります。 

 次に、第３款消防費の項、常備消防費の補正予算額２億４，２２８万９，０００円の増

額に伴う各署所費別の内訳につきましては、１６ページ及び１８ページの節及び説明欄に

掲げているとおりであります。 

 この内容でございますが、退職者の増に伴います職員給与費及び共済費の増額分と、そ

の他事業費の精算に伴う減額分を整理するものであります。 

 続きまして、消防施設費の補正予算額４，７００万円の減額に伴う内訳につきまして

は、１８ページの節及び説明欄に掲げているとおりで、事業費の精算であります。主なも

のは、消防局訓練場整備費に係る入札残を整理いたすものであります。 

 １９ページをお願いいたします。第４款公債費の項・目、利子の補正予算額８９万円の

減額につきましては、令和６年度組合債の発行に伴い、利子償還金の整理をいたすもので

あります。 

 第５款予備費の項・目、予備費の補正予算額６６０万８，０００円の減額につきまして

は、収支の調整でございます。 

 ２１ページから２４ページにお示ししております給与費明細書につきましては、一般職

の職員に係ります給与費の補正前と補正後の内容を対比したものであります。 

 ２５ページ、２６ページの地方債についての調書につきましては、消防施設費に係りま

す事業費の減に伴いまして所要の措置を行うものであります。 

 なお、補正予算の概要につきましては、補正予算議案説明資料にお示しいたしておりま

す。 

 以上で令和７年度福山地区消防組合一般会計補正予算の御説明とさせていただきます。
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どうぞよろしくお願いいたします。 

議長（今岡芳徳） これより質疑に入ります。 

 質疑はありませんか。 

 （「なし」と呼ぶ者あり） 

議長（今岡芳徳） これをもちまして質疑を終了いたします。 

 これより討論に入ります。 

 討論はありませんか。 

 （「なし」と呼ぶ者あり） 

議長（今岡芳徳） これをもちまして討論を終了いたします。 

 これより採決いたします。 

 本案は原案のとおり決定することに賛成の議員の起立を求めます。 

 （賛成者起立） 

議長（今岡芳徳） 起立全員であります。したがって、本案は原案のとおり可決されまし

た。 

―――――――――――――――――――――――――――――――――――――――― 

 日程第４ 議第２号 令和８年度福山地区消防組合一般会計予算 

議長（今岡芳徳） 次に、日程第４ 議第２号令和８年度福山地区消防組合一般会計予算

を議題といたします。 

 提案者から提案理由の説明を求めます。 

 企画管理担当課長。 

総務部総務課企画管理担当課長（髙卯文紀） 失礼いたします。 

 議第２号令和８年度福山地区消防組合一般会計予算について御説明申し上げます。 

 予算書の１ページをお願いいたします。歳入歳出予算の総額を歳入歳出それぞれ７５億

４，８９２万２，０００円と定め、また消防施設整備に係ります債務負担行為と地方債の

ほか一時借入金の最高額を１億円と定めるものであります。 

 ２ページ、３ページは、歳入歳出予算につきまして款・項の区分ごとに予算額を掲げた

ものであります。 

 ４ページをお願いいたします。第２表債務負担行為であります。 

 南消防署瀬戸出張所改築事業の庁舎建設に係る債務負担行為の限度額を２億７，５４０

万円、消防通信指令管制システム整備の更新調達支援等業務に係る債務負担行為の限度額
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を４，３００万円、消防局訓練場整備の訓練場整備に係る債務負担行為の限度額を４億

９，２００万円と定めるものであります。 

 第３表地方債につきましては、消防施設整備事業に係ります限度額を７億２０万円と定

めるものであります。 

 それでは、予算の概要につきまして、令和８年度当初予算の概要によりまして御説明さ

せていただきます。 

 １ページをお願いいたします。１、当初予算款別比較表でありますが、先ほど申し上げ

ましたように、歳入歳出予算の総額を歳入歳出それぞれ７５億４，８９２万２，０００円

といたしております。前年度と比較いたしまして７億２３７万１，０００円の増で、率に

して１０．３％の増となっております。 

 歳入、第１款分担金及び負担金は６７億５９８万円で、歳入全体に占める割合は８８．

８％、前年度と比較し４．９％の増であります。主な要因といたしましては、人件費など

に係る負担金が増額したことによるものであります。 

 構成団体別分担金の状況につきましては、下段の表、２、分担金の状況に掲げていると

おりであります。 

 上段の表をお願いいたします。歳入、第２款使用料及び手数料の１，２３２万８，００

０円は、危険物や高圧ガス等の取扱許可手数料等であります。 

 第３款国庫支出金は１，５９０万１，０００円で、主なものといたしましては、南消防

署に配備する高規格救急自動車の更新整備に係るもので、そのほかに４月から本格運用が

始まりますマイナ救急に係るものと、女性消防吏員活躍推進事業に係るものを計上いたし

ております。 

 第４款財産収入の１４２万４，０００円は、消防施設等維持整備基金に係る運用益金を

計上いたしております。 

 第５款繰入金の２，７９０万円は、消防施設等維持整備事業に係ります基金からの繰入

金を計上いたしております。 

 第６款繰越金は、前年度と同様に１万円を計上いたしております。 

 第７款諸収入は、８，５１７万９，０００円を計上いたしております。主なものといた

しましては、職員の人事交流に係ります派遣職員給与費負担金等であります。 

 第８款組合債は７億２０万円で、消防局訓練場整備をはじめとする消防施設整備事業に

係るものを計上いたしております。 
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 次に、歳出ですが、中段の表を御覧ください。 

 第１款議会費は３２０万３，０００円であります。 

 第２款総務費は１，２９０万２，０００円であります。 

 第３款消防費につきましては７０億１５６万７，０００円で、歳出全体に占める割合は

９２．８％であります。前年度と比較いたしまして７億３，６６８万４，０００円の増

で、主な要因といたしましては、令和７年度の給与改定に伴います職員給与費及び共済費

の増と消防局訓練場整備等に伴います消防施設費の増であります。 

 第４款公債費につきましては、５億２，１２５万円であります。前年度と比較いたしま

して３，５１７万９，０００円の減で、主な要因といたしましては、２０１５年度、平成

２７年度の消防救急デジタル無線設備整備事業に係る元金償還が終了したことによるもの

であります。 

 第５款予備費につきましては１，０００万円を計上いたしております。 

 ２ページをお願いいたします。３、構成団体別経費の分担割合であります。議会費及び

総務費並びに各消防署、出張所費に係ります分担割合をお示ししたものであります。 

 次に、４、令和８年度主要事業についてであります。 

 職員の資質向上と能力の開発を図ることを目的とした消防学校入校等職員研修事業、救

命率向上を目的とした病院前救急医療における職員育成に取り組む救急業務高度化推進事

業、マイナ保険証を活用し救急業務の円滑化を図るマイナ救急搬送事業のほか、消防対応

力の確立を基本方針に、警防、救急、救助体制の強化を図る警防活動推進事業、予防査察

を充実強化するとともに火災原因調査の高度化を図り、焼死火災撲滅に向け、住民の防火

安全対策を推進する予防活動推進事業を掲げて事業実施してまいります。 

 次に、消防施設等維持整備事業であります。 

 消防施設等を中長期的な視点に立って整備を行うことで、長寿命化による構成市町の負

担軽減と必要な機能確保を図るもので、水上消防署の消防艇が台風時に避難、退避する税

関前桟橋の修繕、府中消防署の仮眠室の空調設備改修、はしご付消防ポンプ自動車のオー

バーホールに係る費用を計上いたしております。 

 次に、消防施設整備事業であります。 

 車両整備につきましては、南消防署及び水上消防署に高規格救急自動車をそれぞれ１台

など、計５台の更新整備を計上いたしております。 

 ＬＥＤ照明設備整備につきましては、消防局及び南消防署の照明設備をＬＥＤ化し、経
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費節減を図るとともに、脱炭素化にも取り組んでまいります。 

 南消防署瀬戸出張所改築事業につきましては、築４３年が経過し老朽化が著しい上に庁

舎が狭隘であることから、旧長和保育所へ移転改築し、防災拠点としての強化を図るもの

であります。 

 現在、旧長和保育所の解体工事を進めており、２０２６年度、令和８年度からは建設工

事にも着手いたします。 

 消防通信指令管制システム整備事業につきましては、１１９番通報受付や消防署所への

出動指令など、消防活動の根幹をなす高機能消防指令センターと、消防車両や署所、活動

隊員間で災害情報を共有し、円滑な消防活動を進めるための消防救急デジタル無線設備の

全面更新を実施するもので、２０２６年度、令和８年度は、更新調達支援等業務に係る予

算を計上いたしております。 

 消防局訓練場整備事業につきましては、老朽化が著しい箕沖訓練場から出原浄水場用地

へ移転し、常備・非常備消防がより実践に即した訓練が可能な施設を整備し、災害対応力

の強化を図るものであります。 

 現在、旧浄水場施設の解体工事を実施しており、２０２６年度、令和８年度からは建設

工事に入ってまいります。 

 以上が令和８年度当初予算の概要であります。 

 続きまして、予算書の歳入歳出予算事項別明細書により御説明させていただきます。 

 ８ページから１７ページまでは歳入予算について、１８ページから２９ページまでは歳

出予算について、費目別にお示ししております。 

 ２０ページをお願いいたします。歳出、第３款消防費でありますが、常備消防費の予算

額は６２億２，７９１万３，０００円で、前年度と比較いたしまして３億９，０５２万

５，０００円の増であります。 

 ２４ページをお願いいたします。消防施設費の予算額は７億７，３６５万４，０００円

で、前年度と比較いたしまして３億４，６１５万９，０００円の増であります。詳細につ

きましては、先ほど御説明いたしましたとおりであります。 

 ３０ページをお願いします。給与費明細書につきましては、このページから４３ページ

まで掲載いたしております。 

 ４４ページをお願いいたします。南消防署瀬戸出張所改築事業、消防通信指令管制シス

テム整備、消防局訓練場整備に伴います債務負担行為に関する調書であります。 
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 ４６ページ及び４７ページは、地方債の現在高の見込みに関する調書であります。令和

７年度末現在高見込額は、３３億４，１２６万２，０００円であります。表の右にありま

す令和８年度中増減見込額を加えまして、令和８年度末現在高見込額は３５億３，８８１

万１，０００円となります。 

 以上で令和８年度福山地区消防組合一般会計予算の御説明とさせていただきます。どう

ぞよろしくお願いいたします。 

議長（今岡芳徳） これより質疑に入ります。 

 質疑はありませんか。 

 （「なし」と呼ぶ者あり） 

議長（今岡芳徳） これをもちまして質疑を終了いたします。 

 これより討論に入ります。 

 討論はありませんか。 

 （「なし」と呼ぶ者あり） 

議長（今岡芳徳） これをもちまして討論を終了いたします。 

 これより採決いたします。 

 本案は原案のとおり決定することに賛成の議員の起立を求めます。 

 （賛成者起立） 

議長（今岡芳徳） 起立全員であります。したがって、本案は原案のとおり可決されまし

た。 

―――――――――――――――――――――――――――――――――――――――― 

 日程第５ 議第３号 福山地区消防組合情報通信技術を活用した行政の推進に関する 

      条例の制定について 

議長（今岡芳徳） 次に、日程第５ 議第３号福山地区消防組合情報通信技術を活用した

行政の推進に関する条例の制定についてを議題といたします。 

 提案者から提案理由の説明を求めます。 

 総務課長。 

総務部総務課長（曽根康太） 議第３号福山地区消防組合情報通信技術を活用した行政の

推進に関する条例の制定について御説明申し上げます。 

 議案説明資料を御覧ください。 

 まず、制定理由ですが、情報通信技術を活用した行政の推進について、情報通信技術を
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利用する方法により手続等を行うために必要となる事項を定めることにより、手続等に係

る関係者の利便性の向上並びに行政運営の簡素化及び効率化を図り、もって住民生活の向

上に寄与することを目的として制定するものであります。 

 次に、制定内容です。 

 福山市情報通信技術を活用した行政の推進に関する条例を準用するものであります。 

 なお、この条例は２０２６年、令和８年４月１日から施行することといたしておりま

す。どうぞよろしくお願いいたします。 

議長（今岡芳徳） これより質疑に入ります。 

 質疑はありませんか。 

 （「なし」と呼ぶ者あり） 

議長（今岡芳徳） これをもちまして質疑を終了いたします。 

 これより討論に入ります。 

 討論はありませんか。 

 （「なし」と呼ぶ者あり） 

議長（今岡芳徳） これをもちまして討論を終了いたします。 

 これより採決いたします。 

 本案は原案のとおり決定することに賛成の議員の起立を求めます。 

 （賛成者起立） 

議長（今岡芳徳） 起立全員であります。したがって、本案は原案のとおり可決されまし

た。 

―――――――――――――――――――――――――――――――――――――――― 

 日程第６ 議第４号 福山地区消防組合職員の修学部分休業に関する条例及び福山地 

      区消防組合職員の高齢者部分休業に関する条例の一部改正について 

議長（今岡芳徳） 次に、日程第６ 議第４号福山地区消防組合職員の修学部分休業に関

する条例及び福山地区消防組合職員の高齢者部分休業に関する条例の一部改正についてを

議題といたします。 

 提案者から提案理由の説明を求めます。 

 総務課長。 

総務部総務課長（曽根康太） 議第４号福山地区消防組合職員の修学部分休業に関する条

例及び福山地区消防組合職員の高齢者部分休業に関する条例の一部改正について御説明申



- 15 - 

し上げます。 

 議案説明資料を御覧ください。 

 まず、改正理由ですが、一般職の職員の給与に関する法律等の一部を改正する法律の施

行に伴い、所要の改正を行うものです。 

 改正内容につきましては、初任給調整手当の名称変更等に伴い、規定を整理するもので

す。 

 なお、この条例は２０２６年、令和８年４月１日から施行することといたしておりま

す。どうぞよろしくお願いいたします。 

議長（今岡芳徳） これより質疑に入ります。 

 質疑はありませんか。 

 （「なし」と呼ぶ者あり） 

議長（今岡芳徳） これをもちまして質疑を終了いたします。 

 これより討論に入ります。 

 討論はありませんか。 

 （「なし」と呼ぶ者あり） 

議長（今岡芳徳） これをもちまして討論を終了いたします。 

 これより採決いたします。 

 本案は原案のとおり決定することに賛成の議員の起立を求めます。 

 （賛成者起立） 

議長（今岡芳徳） 起立全員であります。したがって、本案は原案のとおり可決されまし

た。 

―――――――――――――――――――――――――――――――――――――――― 

 日程第７ 議第５号 福山地区消防組合火災予防条例の一部改正について 

議長（今岡芳徳） 次に、日程第７ 議第５号福山地区消防組合火災予防条例の一部改正

についてを議題といたします。 

 提案者から提案理由の説明を求めます。 

 予防課長。 

総務部予防課長（下見育弘） 失礼します。 

 議第５号福山地区消防組合火災予防条例の一部改正について御説明を申し上げます。 

 議案説明資料を御覧ください。 
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 このたびの条例改正は、火災予防条例（例）等の一部改正が公布されたことに伴い、所

要の改正を行うものであります。 

 改正理由といたしまして、近年のサウナブームをきっかけに、屋外のテントやバレル内

に放熱設備を設けた簡易的なサウナ設備の設置事例が全国的に増加していることから、従

来のサウナ設備のように浴場等に附属し、建物の中に設置されることを想定した規定とは

別に新たな規定を設けるものであります。 

 また、令和６年１月１日に発生しました能登半島地震に伴う輪島市大規模火災を受け、

地震災害時の住宅防火対策として感震ブレーカーの普及促進について新たに位置づけるも

のでございます。 

 改正内容についてですが、１番目の簡易サウナ設備に関する事項についてですが、従来

の浴場等に設置をされるサウナ設備等を一般サウナ設備として名称変更し、特性が異なる

テント型サウナやバレル型サウナを簡易サウナ設備として位置づけ、当該設備の位置及び

構造に関する基準を新たに設けるものであります。 

 ２番目の感震ブレーカーに関する事項についてですが、地震災害時の住宅における火災

の予防を推進するための施策として、感震ブレーカーの普及促進を追加するものでありま

す。 

 ３番目のその他所要の整理として、用語、用字、送り仮名等の整備、その他例規形式上

整備が必要である部分について所要の整備を行うものであります。 

 施行日につきましては、２０２６年、令和８年３月３１日としております。どうぞよろ

しくお願いいたします。 

議長（今岡芳徳） これより質疑に入ります。 

 質疑はありませんか。 

 （「なし」と呼ぶ者あり） 

議長（今岡芳徳） これをもちまして質疑を終了いたします。 

 これより討論に入ります。 

 討論はありませんか。 

 （「なし」と呼ぶ者あり） 

議長（今岡芳徳） これをもちまして討論を終了いたします。 

 これより採決いたします。 

 本案は原案のとおり決定することに賛成の議員の起立を求めます。 



- 17 - 

 （賛成者起立） 

議長（今岡芳徳） 起立全員であります。したがって、本案は原案のとおり可決されまし

た。 

―――――――――――――――――――――――――――――――――――――――― 

議長（今岡芳徳） 以上で本定例会に付議されました事件は全て終了いたしました。 

 これをもちまして令和８年第１回福山地区消防組合議会定例会を閉会いたします。 

 御協力ありがとうございました。 

                        午後２時３９分閉会 

―――――――――――――――――――――――――――――――――――――――― 

 地方自治法第１２３条第２項の規定により、ここに署名する。 
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